
挿絵展「ヨーロッパのメルヒェン世界

ーグリム童話と挿絵の黄金時代ー」

大野 寿 子

1 . 展覧会開催によせて(1)

2005年にユネスコ世界記憶遺産に登録された『グリム童話』（正式名称『子どもと家庭

のメルヒェン集』）。その第 1巻初版刊行200年を記念した国際シンポジウム「グリム童

話200年のあゆみ一日本とドイツの架け橋として一」を、東洋大学創立125周年記念行

事として本学で開催したのは2012年のことだった。当時寄せられた熱烈なご要望

報告書の刊行と絵本等の少し長めの展示 に、 3年たった本年2015年になりようや

くお応えすることができた。まずは、報告書をグリム童話研究入門書と位置づけた

『カラー図説 グリムヘの扉』を、志を同じくする研究者たちと本年5月に勉誠出版

より刊行した。そこに収めた数々の挿絵のなかから今回は、アール・ヌーヴォー期に

ロンドンで活躍した4人の挿絵画家に焦点を当て、印刷技術という複製技術の進歩と

共に移り変わる表現のかたちを比較しつつ、挿絵の果たす2つの役割（装飾と叙述）

を考える企画展を、 2015年10月15日から12月17日まで、東洋大学井上円了記念博物館

において開催する運びとなった（図 1、図2)。ドイツのグリム兄弟協会、グリム兄弟

博物館前館長ベルンハルト・ラウアー氏、勉誠出版や本学附属図書館および井上円了

記念博物館等、ご協力くださったすべての方々にこの場を借りて心からの謝意を表し

たい。

さて、イギリスで子ども向け挿絵本が黄金時代（広義）を迎えたのは、 1823年に

『グリム童話』の英語訳がはじめて出版されたときからともいわれている。もともと

挿絵がなかったドイツの『グリム童話』とイギリスの挿絵とのこの運命的な出会い

が、その後の児童文学史、挿絵史、絵本史等に少なからず影響を与えたといえるだろ

う。このメルヒェンと挿絵のマリアージュが、産業革命後一層発展していく印刷技術

に支えられ、挿絵のある書物を好むヴィクトリア朝中産階級に求められ、アーツ・ア

ンド・クラフツ運動やアール・ヌーヴォー等の波にもまれて、非現実世界や見知らぬ

東方世界という「異界」への憧れに彩られた挿絵芸術へと昇華してゆくのである。

そのような19世紀後半の芸術運動のうねりのなかで、①ウォルター・クレイン

(Walter Crane, 1845-1915年）は、メルヒェンや絵本の挿絵を芸術の 1つとして再評価した
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アーツ・アンド・クラフツ運動を陰で支えつつ、ジャポニズムとギリシア・ローマ古

典回帰とが混在した独自のファンタジ一世界を描きだしている。さらに、 19世紀末か

ら第一次世界大戦前にかけて一番華やいだ「ギフトブック黄金時代」に裏打ちされた

「挿絵の黄金時代（狭義）」には②アーサー・ラッカム (ArthurRackham, 1867-1939年）が、

森の木々や妖精たちの「無気味さ」と「かわいさ」を繊細なタッチで描き、③エドマ

ンド・デュラック (EdmlDldDulac, 1882-1953年）と④カイ・ニールセン (KayNielsen, 1886-

1957年）が物語のクライマックスをそれぞれに、ロココとアラビアンのはざまで、北

欧風と中国風のはざまで描きだしている。このような 4人の芸術家たちの、ファンタ

ジーとオリエンタリズムに満ちたイラストレーション約20点をお楽しみいただければ

幸いである。

図1 図2

2. 『グリム童話』と挿絵との出会い2)

図 1: チラシ
表。デュラック
の「シンデレ
ラ」の周りに、
だまし絵風の塗
り絵を施した。
クレインの「長
靴をはいたネ
コ」が本展示の
案内役。
図 2:チラシ
裏。デザイン：
東洋大学井上円

了博物館学芸員

北田建二。

過ぎ去りし2012年に、グリム兄弟収集の『子どもと家庭のメルヒェン集』（いわゆる

グリム童話）刊行200周年が全世界で祝われた。この書物はドイツ文学史において、ル

ターのドイツ語訳聖書に継ぐもっとも有名な本であり、世界中でもっとも知られた書

物の 1つである。

この『子どもと家庭のメルヒェン集』は、原題応nder-und Hausmarchen (ドイツ語）

の下線部の頭文字3つに依拠するKHMという略称があり、研究者の間ではドイツ語

アルファベットで「カー・ハー・エム」と呼ばれる。たとえばKHMlといえば「カエ
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ルの王さま、あるいは鉄のハインリヒ」 (DerFroschkiinig oder der eiseme Heinrich)のことで

あり、 KHM12といえば「ラプンツェル」 (Rapunzel)、KHM53といえば「白雪姫」

(Sneewittchen) を指すのである。また、『子どもと家庭のメルヒェン集』の編者である

グリム兄弟とは、歴史上では、ヤーコプ・グリム (JacobLudwig Carl Grimm, 1785-1863年）

とヴィルヘルム・グリム (WilhelmCarl Grimm, 1786-1859年）の 2人のことを指すが、本当

は6人兄妹であったことはあまり知られていない。

さて、 1812年12月20日に『子どもと家庭のメルヒェン集』第 1巻初版がベルリンで

上梓された。その 2年後一—ーとはいえ出版年1815年が刻印されて＿第 2巻初版が刊

行された。両巻とも、まった＜挿絵なしで出版され——ヨハン・ゴットフリート・ヘ
ポエジ一

ルダー (JohannGottfried Herder, 1744-1803年）によって的確に表現された「人為的詩」
ポエジ一

（竺呼心e) と「自然的詩」 (Naturpoesie) との区別をもってすれば一ーとりわけ「民

の詩」 (Volkspoesie)の学術的資料という目的を追求していた。このみごとなメルヒェ

ン集は、今日の世界文学においてもっとも流布している書籍の 1つといえる。翻訳お

よび翻案改作は、世界各地でゆうに170以上の言語や方言で存在しうる。グリム童話

の登場人物たちは、豊かに挿絵を施された書籍を超えて、演劇、オペラ、放送劇、映

画、テレビから新しいメデイアに至るまで、無数の芸術表現形式のなか今日まで生き

続けている。グリム兄弟協会 (BruderGrimm-Gesellschaft)の申請で、グリム兄弟の数多く

の直筆コメント、補遺、覚書の書き込まれたグリム童話のカッセル版が、国際ユネス

コ委員会によって、 2005年に「ユネスコ世界記憶遺産」に登録された。

グリム兄弟は、自分たちのメルヒェンの図像的表現に最初はほとんど関心を持たな

かった。グリム童話の初版（第 1巻1812年、第2巻1815年）は、挿絵なしで出版された。

その後1819年の第2版に際し、「画家の弟」ルートヴィヒ・エミール・グリム (Ludwig

Emil Grimm, 1790-1833年）が、「兄と妹」 (KHMll) というメルヒェンの最初の挿絵を 1枚

描いたのである。グリム兄弟存命中に出版された『子どもと家庭のメルヒェン集』

（全話が収録されているいわゆる「大きな版」）の挿絵といえば、結局この「兄と妹」の 1

枚と、「メルヒェンおばさん」ドロテア・フィーマンの肖像画だけであった。

グリム童話に全般的に挿絵をほどこしたいという衝動と、子どものための「教育の

書」としてこの収集を特徴づけたいという衝動を、グリム兄弟は実は外国から受け取

った。まずオランダでは1820年に、グリム童話20話の最初のオランダ語訳が、無名の

画家の4枚の挿絵と共に刊行された。

さらに1823年には、グリム童話31話の英訳が出版されるが、その英訳版が、著名な

イギリス人風刺画家ジョージ・クルックシャンク (GeorgeCruikshank, 1792-1878年）によ

って全体的に挿絵が施され、読者に大当たりしたため、 1826年にはもうその第2巻が
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出版された。

上述の英国の手本にしたがってグリム兄弟は、自分たちのメルヒェン集の子どもの

ためのセレクト版、いわゆる「小さな版」 (KleineAusgabe)を1825年に刊行した CKHM

[K] と略記、収録話数50話）。そしてこの版のために、弟ルートヴィヒ・エミール・グ

リムがあらたに 7つの挿絵を作成した。それは、「マリアの子」、「いばら姫」、「灰か

ぶり」、「赤ずきん」、「ヘンゼルとグレーテル」、「白雪姫」、「ガチョウ番の娘」の7話

であったが、女の子が主人公のメルビエンが優勢なのは興味深い（図3、図4)。この

「小さな版」はその後、グリム童話の成功と普及に大きく貢献することになったので

ある。さらに、セレクト版ではない方の「大きな版」もまた、グリム兄弟存命中に第

7版 (1857年）まで版を重ね、だんだんと収録話数を増していき、「メルヒェン」とい

うジャンルで201話（通し番号200まで）、「子どもの聖人伝」で10話を収める書物へと育

っていったことを付言しておく。

図3 図4

3. 各セクションにおける 4人の画家の挿絵展示

図3:
:; KHM{K.]14=KHM21 

「灰かぶり（シン
デレラ）」。
図4:
KHI渭K]24=KHM50
「いばら姫（眠れ
る美女）」。双方と
もに、ルートヴィ
ヒ・エミール・グ
リム画、グリム兄
弟『子どもと家庭
のメルヒェン集』
（小さな版）、ベル
リン、 1825年（東
洋大学附属図書館
蔵）。

東洋大学井上円了記念博物館における展示ケース（ハイケース） 4台を使用し、①

ウォルター・クレイン、②アーサー・ラッカム、③エドマンド・デュラック、④カ

イ・ニールセンに分けてテーマ化し、それぞれの挿絵を各セクションにつき 4~5点

展示した。以下、それぞれのセクションにおける解説パネル（図5~8は案内役の黒ネ

コたち）、各展示物画像およびそのキャプション説明を示す。
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① アーツ・アンド・クラフツ運動とジャポニズムーウォルター・クレイン一

中世ゴシック建築の復権を目指した「ゴシック・リバイバル」や、中世および初期

ルネサンス芸術を範とした「ラファエル前派」。このような思潮の流れをくむ19世紀

後半の「アーツ・アンド・クラフツ運動」とは、ハイ・アート僑涸等）とロー・アー

ト（工芸品等）という近代芸術の二極性に異議を唱える、ウィリアム・モリス (William

Morris, 1834-18%年）を中心とした芸術運動のことである。当時モリスを陰で支えた装飾

デザイナー兼挿絵画家のウォルター・クレイン (1845-1915年）は、「絵画が国家と時代

を映す姿見だとすれば、挿絵本はさしずめ手鏡とでも呼ばれうる」と自著に記し、一

点ものの絵画と複製可能な挿絵本とは、さまざまな時代・地域・民族の実生活と夢や

憧れ、すなわち現実と空想（ファンタジー）とを映しだしうる意においては同等である

と考えた。英国リヴァプールに生まれたクレインは、 1針しで木版師ウィリアム・ J.

リントン (WilliamJames Linton, 1812-1897年）に弟子入りし、木版印刷の力強く明確な

「線」に大きな価値を見いだす。さらに知人の海軍大尉から入手した日本の浮世絵

（四代目歌川豊国）の「大胆で力強い輪郭線」と「平面塗りのカラー」が、彼の画風に

大きな影響を与えたのである。木版画家エドマンド・エヴァンス (&tmundEvans,1826-

1905年）により出版された廉価な子ども絵本「トイ・ブックス」シリーズ第 1期 (1860

年代）に提供された彼の挿絵はまさに、黒い輪郭線の力強さが感じられる。 1870年代

のシリーズ第2期の挿絵には、当時の英国画壇にもみられた古代ギリシア・ローマ回

帰の風合いと、団扇や染付磁器のような東洋趣味、ひいてはジャポニズムとが混在す

るようになる。さらに1880年代以降になると、アール・ヌーヴォー特有の丸みを帯び

た柔らかい輪郭に変化し、以前は否定的だった石版印刷による水彩画のような表現を

好むようになる。挿絵そのものに装飾性と写実性（叙述性）との調和を求めるクレイ

ンは、古代世界や東洋世界という当時の英国には実在しない世界、そして自然の化身

である妖精世界といった異質で不思議な世界と身近な世界との調和を、見事に描きだ

している。
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① -o: 「カエルの王子さま」 (TheFrog Prirce) (パネル展示）

ウォルター・クレイ

ンのトイ・ブックス：

シリング・シリーズ

(Walter Crane's Toy 

Books. Shilling Series)、

ロンドン／ニューヨー

ク (GeorgeRoutledge & 

Sons)、1874-76年（個
人蔵）13) 0 

KHMl (グリム童話

第1番）「カエルの王さ

ま、あるいは鉄のハイ

ンリヒ」に挿絵を施し

たもの。グリム童話の
ドイツ語原題は「王さま」 (Konig)なのだが、英語圏では「王子さま」 (Prince) となってしま

う。食卓の背後にあるマントルピース（あるいは食器棚）に並べられた染付磁器には、日本あ

るいは東洋の影響を見てとれる。テーブルに描かれたカエルとネズミは、イソップ寓話「カエ
ルとネズミ」のー場面だろうか。

① -1 : 「長靴をはいたネコ」 (Pussin Boots) 

ウォルター・クレ

インのトイ・ブック

ス：ニュー・シック

スペニー・シリーズ

(Walter Crane's Toy 

Books. New Sixpenny 

Series)、ロンドン

(George Routledge & 

Sons)、 1870-74年

（個人蔵）。

エヴァンスがクレ

インと共に制作した

「トイ・ブックス」

には、シックスペニ

ー・シリーズ (1865-
66、67-68、70-74年）とシリング・シリーズ (1874-76年）とがある。こちらはシックスペニー・

シリーズ第108番の絵本で、ペロー童話（フランス）の「長靴をはいたネコ」を描いている（同

作品は、グリム童話にも初版のみ収録されていた）。 60年代の彩色は赤と青をベースとしていた

が、 1871年頃にようやく黄色が加わり色彩豊かとなった。シックス・ペニーには「安物」という
意味もある（ペニーの複数形は普通はペンス）。
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① -2: 「カエルの王子さま」 (TheFrog Prince) 

ウォルター・クレインのトイ・ブックス：シリ

ング・シリーズ (WalterCrane's Toy Books. Shilling 

Series)、ロンドン／ニューヨーク (George

Routledge & Sons)、1874-76年（個人蔵）。

「カエルの王子さま」は、シリング・シリーズ

第70番の絵本である。当時 1シリングが12ペンス

だったことを考えると、シックスペニー(=6ペ

ンス）の 2倍にグレードアップしたことになる。

紙面も少し大きくなり、挿絵のページと文字テキ

ストのページが分離したのも、シリング・シリー

ズの特徴といえる。カエルは、王女のキスではな

く、壁に投げつけられて人間の姿に戻る。その変

化プロセスの描き方は、グロテスクともコミカル

とも見なしうる。

① -3: 「美女と野獣」 (Beauty and The Beast) 

ウォルター・クレイ

ンのトイ・ブックス：

シリング・シリーズ

(Walter Crane's Toy 

Books. Shilling Series)、
ロンドン／ニューヨー

ク (GeorgeRoutledge & 

Sons)、1874-76年（個

人蔵）。

ボーモン夫人

(Jeanne-Marie Leprince 

de Beaumont, 1711-1780 

年、フランス）による

「美女と野獣」 (1756

年）を、シリング・シリーズ第72番の絵本として描いたもの。野獣は、まるでイノシシのよう

に見える。

主人公ベルが手にしている団扇は、染付磁器と共に、クレインが自身の作品に好んで描き人

れた「日本的なもの」の 1つである。また、背景におかれた花器や花の生け方にも、和の香り

を感じうる。デュラックの描く同作品（③-0) と比較すると、それぞれの画家の思い描く

「東洋的なもの」の特性や方向性が見えてくるのではないか。
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① -4: 「黄色いこびと（ドワーフ）」 (TheYellow Dwarf) 

I
I
’
t
i
v
9
べ
も
娑

ウォルター・ク
レインのトイ・ブ
ックス第2期：シ
リング・シリーズ
(Walter Crane's Toy 

Books. Shilling 

Series)、ロンド
ン／ニューヨーク
(George Routledge & 

Sons)、1874-76年
（個人蔵）。
オルノワ（ドル

ノワ）夫人 (M叩e-
Catherine Le Jumel de 

Barneville, Baroness 
d'Aulnoy, 1650?-1705年、フランス）の同タイトルのお話の、獅子に襲われた妃を黄色いこびと
（ドワーフ）が助けるシーン（シリーズ76番）。

このシリング・シリーズの染付磁器のような色合いの表紙には、掛け軸のように細長いフレ
ームに「鶴」（＝クレイン）が描かれ、その足元に、クレインのCと鶴の姿とを象ったマークが
配されている。トイ・ブックスはこの後、ケイト・グリーナウェイ (KateGreenaway, 1846-1901 

年）やランドルフ・コールデコット (RandolphCaldecott, 1846-1886年）を挿絵画家として輩出し
てゆくことになる。

① -5: 豊穣の女神ケレース（『テンペスト』第4幕第1場より）

『シェイクスピアの花園』 (Flowersfrom 

Shakespeare's Garden)、ロンドン (Cassell& Co. Ltd)、
1906年（個人蔵）。

「豊穣の女神ケレース＊、その豊かなる田畑には、
小麦、ライ麦、大麦が••…」というセリフが添えて
ある。

ウィリアム・ミ／エイクスヒア (William

Shakespeare, 1564-1616年）に登場する女神や妖精た
ちを描いたこの作品集の画風は、 70年代の黒い縁取
りが目立つ画風とは異なり、柔らかな曲線が躍り、
水彩画のような濃淡が見られるようになる。植物の
「擬人化」あるいは「妖精化」は、アーツ・アン
ド・クラフツ運動およびアール・ヌーヴォー期に好
んで描かれた、「ボタニカル・アート」の延長線上
に置くこともできよう。＊英語表記では「シーリー
ズ」。

② アール・ヌーヴォーと森のファンタジーーアーサー・ラッカムー

1嘩紀末になると、デカダンスを凝縮したようなオーブリー・ビアズリー (Aubrey

VincentBeardsley, 1872-1898年）の画風が、上品なヴィクトリア朝文化の深層に眠る、暗く

歪んだエロスと死の世界を解き放つ。現実世界の「裏」「奥」「陰」「果て」に横たわ

る領域を押しなべて「異（質な世）界」と定義するならば、ビアズリーは結呆的に、

表と裏、光と影、現実と非現実（ファンタジー）、中心と周縁、現在と過去、大人と子

ども、常界と異界といった、相反するもの境を取り去る流れをつくったともいえるだ

ろう。いわゆる子どもへの関心が廉価本「トイ・ブックス」等の人気と共に高まりゆ

く1960年代以降を、広義における「挿絵（本）の黄金時代」と呼ぶならば、クレイン

（木口木版）やビアズリー（写真製版）といったアール・ヌーヴォーの画風を継承しつ

つ、アール・デコにたどり着くまでの時代の隙間を、豪華絵本「ギフトブック」に支

えられた「挿絵の黄金時代」（狭義）と見なしうる。ロンドン出身のアーサー・ラッカ

ム (1867-1939年）は、転地療養を兼ねたオーストリア滞在をきっかけに画家を志し、

『グリム童話』 (1900年）の挿絵を契機に、ギフトブック文化を牽引していく。道徳的

なヴィクトリア朝から自由な気風のエドワード朝へと移り変わった20世紀初頭の写真

製版技術はまだ3色 (4色）鋼凸版で、色彩に制約はあったものの、彫版師にたよる

ことないのびやかで「自由な線」と、結果的に作り出された落ち着いた色合いが、ラ

ッカムの節くれだった森の樹木に無気味かつ幻想的な雰囲気を与え、詳細な木目模様

の調度には重厚感を与えている（森のイメージ・ソースは北ドイツとも北欧ともいわれる）。

ラッカムの描く森の奥や植物の陰に見え隠れする小さな妖精（水地下風の精霊）たち

は、人間世界と自然界、現実と非現実、大人と子ども、読者と作品世界の境を瞬時に

取り去るのみならず、人夕の心の垣根をも取り去るような魅力に満ちている。

図5バネル① 図6パネル②

各セクションの案内役の黒ネコたち。ウォルター・

クレイン「長靴をはいたネコ」（①-1に同じ）。

図7パネ）区り図8パネル④
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② -o: 「赤ずきん」 (RedRiding Hood) (パネル展示）

② -1 : 「ラプンツェル」 (Rapunzel)

『グリム兄弟のメルヒェン』 (TheFairy Tales of the 
Brothers Grimm. Translated by Mrs. 皿garLucas)、ロンドン

(Constable & Co. Ltd)、1909年（個人蔵）。

「赤ずきん」にはドイツのグリム童話バージョン
(KHM26) とフランスのペロー童話バージョンとある

が、この場面は双方に存在する（オオカミに食べられ

た赤ずきんとおばあさんの救出劇があるのはグリム童

話）。背景の節くれだった老樹は、今にも動き出しそう

なほど無気味であり、顔や目玉にも見える数々の節が、

一粒の種から巨木に至るまでの大いなる時間の流れを

感じさせる。黒い輪郭線は、老樹には太く、赤ずきん

とオオカミには細く入れられ、カラーが、輪郭から

所々はみ出ていておもしろい。

『グリム兄弟のメルヒェン』 (TheFairy Tales of the 

Brothers Grimm. Translated by Mrs. Edgar Lucas)、ロンドン

(Archibald Constable & Co. Ltd.)、1900年（個人蔵）。

1900年出版のこの書には、口絵の「ヘンゼルとグレ

ーテル」のカラー図版1枚以外は、すべてモノクロで

挿絵が施されている。この絵は「ラプンツェル」
(KHM12)において、塔の上のラプンツェルが下へと

垂らした長い髪を、魔法使い（「グリム童話」初版では

「妖精」と表記されていた）がよじ登っていく場面であ

る。上方のラプンツェルが左よりに描かれているため、

その分、 1行分の文字数が減らされている。活字より

挿絵を優先した、興味深いレイアウトといえよう。②
-2と比較してみよう。
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② -2: 「ラプンツェル」 (Rapunzel)

『グリム兄弟のメルヒェン』 (TheFaity Tales of the 

Brothers Grimm. Translated by Mrs. Edgar Lucas)、ロン

ドン(Constable& Co. Ltd.)、1909年（個人蔵）。

1900年の『グリム童話』をよりグレードアップさ

せたのが1909年の本書である。モノクロ版の同挿絵

（② -1) と比較すると、同じアングルながら、塔

の高さが増しており、背景も描かれたことで、塔

の孤立感も増している。全体的に印象派のような

色合いとコントラストを有し、前景には、いずれ

王子が塔から落ちて目をつぶすことになるいばら

の茂みが加筆されたことにより、「今ここ」の風景

のみならず、未来を暗示させる作品へと仕上がっ

ている。

② -3: 「ヘンゼルとグレーテル」 (Hanseland Grethel) 

『ヘンゼルとグレーテルおよびグリム兄弟のその

他のお話』 (Hanseland Grethel and Other Tales by of the 
Brothers Grimm)、ロンドン(Constable& Co. Ltd.)、

1920年（東洋大学附属図書館所蔵）。

1909年出版の『グリム童話』（カラー挿絵版）の

60話から30話をセレクトし、 1920年に再版したのが

本書である。 1900年の『グリム童話』（モノクロ挿

絵版）の口絵にも「ヘンゼルとグレーテル」
(KHM15)の圏版は施されていたが、この挿絵とは

違う。 1900年の絵がポスター画のような上品な

「静」だとしたら、こちらは、今にも森の木々や魔

女が動き出しそうな、無気味な「動」の雰囲気に

満ちている。魔女の杖が「松葉杖Jになっている。

この家からは、いわゆるスウィーツな雰囲気があ

まり漂ってこないようだ（「お菓子の家」はドイツ

語原文では本当は「パンの家」）。
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② -4: 妖精（エルフ）たち（『テンペスト（嵐）』第5幕第1場より）

『テンペスト（嵐）』 (TheTempest. By William 

Shakespeare)、ロンドン(WilliamHeinemann Ltd.) /ニ
ユーヨーク(DoubledayPage & Co.)、1926年（東洋大
学附属図書館所蔵）。

ウィリアム・シェイクスピア (1564-1616年）の
戯曲で、初演は1611-12年。魔術や妖精や恋愛に彩
られたロマンス劇ながら、「魔術の終焉」をもテー
マとする。第5幕で復警心に駆られていたプロス
ペローは、心の嵐を鎮め、妖精たちに魔術の封印
を誓う。「丘、小川、静かな湖そして森の妖精たち
（エルフ）」に語りかけ、「汝、月明かりのもとで、
雌羊も食まぬ酸い味の緑の小輪を作る小さな人形
たちょ……」というセリフが続くシーンをラッカ
ムは、月夜の草原を俯廠するように切りとってい
る。③ー 3と同場面。

③ 挿絵の黄金時代とエキゾティシズムーエドマンド・デュラックー

主にクリスマスプレゼント用に作られた豪華絵本「ギフトブック」は、挿絵の美し

さゆえに人気を博し、特に1900年頃から第一次世界大戦に至るまでの10数年間、ロン

ドンを拠点に好景気のアメリカをも巻き込み華やいだ。この挿絵の黄金時代を牽引し

たもう 1人の挿絵画家がエドマンド・デュラック (1882-1953年）であった。フランス

南西部トゥールーズに生まれ、東洋雑貨の輸入業者である叔父の影響で浮世絵等にも

触れて育ち、美術学校時代はラファエル前派やモリス、ビアズリーに憧れて服装から

名前まで英国風を好むようになり（エドマンドはフランス語だとエドモン）、芸術の都パ

リではなくロンドンで、挿絵画家としての活動を始める。 1906年、出版社ホダー＆ス

トートンより出版されたラッカムの挿絵付ギフトブック『ケンジントン公園のピー

ター・パン』が大ヒットし、同社は次に『千夜一夜物語』の出版を企画したが、ラッ

カムは挿絵の依頼を断る。その代わりに抜擢されたのがデュラックであった。 1907年

に世に出たデュラックの挿絵入り『千夜一夜物語』が彼の出世作となる（同年、ライ

バルのハイネマン出版社がラッカムの挿絵付き『不思議な国のアリス』を刊行）。「線」を基調

とするラッカムに対して、デュラックは「色」を重視する画家であった。また、「森」

のラッカム、「夜」のデュラックといわれるほどに、彼の「青」は独特かつ精妙であ

る。クレインの平面的な画風に比べ、デュラックのやや俯鰍気味で、地平線の位置が
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高い奥行のある画風は、「浮遊した魔法の視点」ともよばれうる。彼が描く自国フラ

ンスのメルヒェンには、華やかなロココ文化への回焔と、アラビアンあるいはペルシ

ア風のエキゾティシズムあるいはオリエンタリズムが混在する。 20世紀初頭のギフト

ブックとは、確かに子どものための本でもあるが、大人が読み聞かせながら物語恨界

と子ども世界という異質な世界に接触し、まだ見ぬ憧れのオリエントヘと浸透してい

く手段ともなる「大人のための（挿）絵本」であったといえよう。

③ -o: 「美女と野獣」 (Beautyand The Beast) (パネル展示）

③ -1 「眠れる美女」 (TheSleeping Beauty) 

『眠れる美女および古いフランスのメルヒェン』
(Tue Sleeping Beauty and other F咄yTales from the Old 
French. Retold by Sir Arthur Quiller-Couch)、ロンドン
(Hodder & Stoughton)、1910年（東洋大学附属図書館
所蔵）。
家に戻ったラ・ベルを想い焦がれ、死に瀕した

野獣のもとへと彼女は戻る。そこで野獣への愛を
告げる場面が描かれている。この後、野獣の魔法
が解け王子の姿に戻るのである。ボーモン夫人
（フランス）の『美女と野獣』 (1756年）のこの場面
をデュラックは、アラビアン・ナイトの挿話のよ
うな、オリエンタルな雰囲気に描いている。ター
バンを巻いたアラブ風衣装の 2人の背後には、浮
世絵の松のような一本の木。一種の仮想東洋とも
いえよう。①ー 3と比較するとおもしろい。

『眠れる美女および古いフランスのメルヒェン』
(The Sleeping Beauty and other F血yTales from the Old 
French. Retold by Sir Arthur Quiller-Couch)、ロンドン
(Hodder & Stoughton)、1910年（東洋大学附属図書館
所蔵）。

シャルル・ペロー (CharlesPerrault, 1628-1703年）
が民間伝承を貴族好みに編んだ『過ぎし昔の物語と
メルヒェン（教訓付き）』 (1697年）、いわゆる「ペ
ロー童話」から、「眠れる（森の）美女」「シンデレ
ラ」「青髭」の3話と、「美女と野獣」の計4話を収
録したギフトブック。王女への死の呪いを百年の眠
りへと緩和した妖精 (fuity) と、王女が眠りについ
てしまったことを伝えるこびと (littledw叫）が描
かれている。こびとの足には、一歩で7マイル進む
魔法の靴。もともとの舞台そのものに、ロココ (18

世紀）の雰囲気に満ちている。①ー 5、②-4、③
-2、③-3の妖精と比較してみよう。
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③ -2: 「灰かぶり（＝シンデレラ）」 (Aschenbroc:Jel) 

『グリム兄弟のメルヒェン』 (BriiderGrimm 
Miirchen)、ミュンヒェン (GeorgW. Dietrich)、1913
年（個人蔵）。

1910年刊行の挿絵本（③ー 0、③-1)の挿絵そ
のままのドイツ語訳なのだが、題名が『グリム兄弟
のメルヒェン』と変えられている。もともとは、ペ
ロー童話に依拠するフランスのお話だが、同種の話
がドイツでは、グリム兄弟の収集で知られているか
らというのが理由のようだ。「シンデレラ」は、グ
リム童話では「灰かぶり」 (KHM21)。ペロー版で
美しいドレス等を出すのは「妖精の名付け親」だ
が、グリム版では母親のお墓に育った「ハシバミの
木」である。つまり、妖精が魔法を使うこの場面
は、グリム版「灰かぶり＝シンデレラ」には本当は
存在しないのだ。

③ -3: こびと（ツヴェルク）たち（『テンペスト』第5幕第1場より）

ジェイクスピア『嵐（テンペスト）』 (DerStunn von 
William Shakespeare. ⑯ ersetzt von August Wilhehn von 
Schlegel)、ミュンヒェン (F.Brockmann A.G.)、1913年
（個人蔵）。
シェイクスピアの『テンペスト（嵐）』にデュラッ

クの挿絵を施したギフトブック『テンペスト』は、
1908年にロンドン（ホッダー＆ストートン社）で出
版された。本書は、装丁等がほぽ同様のドイツ語訳。
ドイツ・ロマン派を牽引した批評家アウグスト・ヴ
ィルヘルム・フォン・シュレーゲル (AugustWilhehn 
von Schlegel, 1767-1845年）が1797-1810年頃にてがけた
ドイツ語訳が使われている。②ー 4と同じ、第5幕
のプロスペローが妖精たちに語りかける場面。デュ
ラック独特の「青」に彩られているといえよう。ド
イツ語訳を和訳すると、「こびとたちよ、汝、月明か
りのもと草原で小さな輪をなす者たちよ……」とな
り、 demi-puppets(小さな人形たち
（ツヴ

）、の訳語にZwerg
ェルク、「こびと」の意）といっドイツ語が使

われているところが興味深い。
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③ -4: バドゥーラ姫

『バドゥーラ姫ーアラビアン・ナイトより』
(Princess Badoura. A Tale from the Arabian Nights. Retold 
by Laurence Housman)、ロンドン (Hodder& 

Stoughton)、1913年（個人蔵）。
好評を博したデュラックの豪華挿絵本『千夜一

夜物語』 (1907年）は廉価版でも版を重ね、彼を
「異国趣味の挿絵画家」として世間に知らしめた。
「青ひげ」や「美女と野獣」といった、フランスの
メルヒェンとされる話にも、中東世界を盛り込ん
だデュラックは、 1913年に、「アラビアン・ナイト」
の名で知られる『千夜一夜物語』（成立は8-9世紀、
ペルシア語、アラビア語）の第170-236夜の話、ペ
ルシアの王子カマラルザマンと中国の姫バドゥー
ラ（ブドゥール）の恋物語の挿絵本『バドゥーラ
姫』を刊行する。 2人が再会するこの場面の舞台
は中国なのだが、描かれた部屋は、障子や掛け軸
のある和室のように見える。イスラム棋界と中国
と日本とが入り混じったいわゆる仮想東洋を、見
事に描きだしているといえよう。

④ 終わり行く黄金時代とオリエンタリズムーカイ・ニールセン一

1頁をフルに使った美しい挿絵は「ギフトブック」の大きな魅力である。印測技術

の進歩が20世紀初頭にカラー印刷（写真製版）を可能にしたが、初期の技術ではまだ、

重ね制りに耐えられるアート紙を使用して、文字の頁と分けて図版印刷をしなければ

ならず、製本には手間がかかり数も限定された。このような、複製はできるのだが大

量生産まではできないという微妙なバランスにおいてヒットした豪華挿絵本は、凝っ

たデザイン装飾ゆえに大量生産には向かなかったアール・ヌーヴォー期の美術工芸品

によく似ている。第一次世界大戦開戦により人々の眼差しがファンタジーから現実へ

と移り、印刷技術のさらなる向上により写真が挿絵に取って代わり大量生産が可能と

なり、「挿絵の黄金時代」は終焉をむかえることになる。最後に輝きを放った挿絵画

家兼舞台芸術家が、デンマーク出身のカイ・ニールセン (1886-1957年）であった。コ

ペンハーゲンに生まれたニールセンは、パリで美術を学び、ビアズリーの無彩作品を

崇拝する。さらに北斎、広重、歌麿等の影響を受けつつ、そこに中国の山水画受容の

入り混じる独自のオリエンタリズムを形成してゆく。デュラックに続きロンドンで活

躍したニールセンのギフトブック黄金期作品はしかしながら、『パウダー・アンド・

クリノリン』 (1913年）と「太陽の東・月の西一北方昔話集』 (1914年）の 2つしかな

い。前者にはロココ（あるいはヴィクトリア朝）回帰が見受けられ、後者には、スカン

ジナビアのノスタルジックな文化的表象とエキゾチックな山水画とが融合しているよ
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うである。構図が平面的、あるいは少し下から対象物を見上げる目線のため、人物の

頭上や天空の分量が多い。「空」のニールセンともよばれる所以はここにある。 1920

年代にも彼は『グリム童話』等の挿絵を描くが、その画風にはもうアール・デコの幾

何学的な風合いが忍び込んでいるようだ。装飾性より機能性を求める時代へと移りゆ

くなかで、「挿絵の黄金時代」の灯が静かに消えてゆくのである。

④ -o: 「太陽の東・月の西」 (Eastof the Su, and West of the Moon) (パネル展示）

『太陽の東・月の西―北欧昔話集』 (Eastof the Sun 
and West of1he Moon. Old Tales from the NOI1h)、ロンドン

(Hodder & Stoughton)、1914年（東洋大学附属図書館所
蔵）。

『ノルウェー民話集』にもともと収録されていた

「太陽の東・ 月の西」は、クマと結婚させられた優し

い娘が、そのクマの魔法を解くべく旅をするという話

で、「美女と野獣」によく似ている。クマは、実は、

魔法にかけられた王子である。この場面は、クマとの

約束を破った娘が、森で独りぼっちになるシーンで、

背景の木々の直線性と、娘の背後に伸びる 1本の細い

木（柳か？）の曲線性とのコントラストが秀逸であ
る。

④ -1 : 「バラのつぼみ（眠れる美女）」 (Rosebud) 

『ヘンゼルとグレーテルおよびグリム兄弟のその他

のお話』 llianseland Gretel and other Stories by the Brothers 
Grimm)、ロンドン／トロント／ニューヨーク

(Hodder & Stoughton)、1925年（『ブックマン』ポート
フォリオより）（個人蔵）。

ニールセンの後期作品における代表作の 1つが、
グリム童話に挿絵を施した本書である。ペロー童話

「眠れる（森の）美女」（フランス）は、グリム童話

「いばら姫」 (KHMSO)の類話、すなわち同じ系統の

民話とみなされる。この「バラのつぼみ」は、「いば

ら姫」の英訳バリエーション。「バラのつぼみがあま

りにも美しかったので、彼（王子）は身をかがめて

キスをした」という場面を切り取ったニールセンの

繊細な画風は、まるで舞台美術のデザイン画のよう

である。③ー 1と比較してみるとよいだろう。
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④ -2 : 「ネコの皮（千枚皮）」 (Catskin)

『ヘンゼルとグレーテルおよびグリム兄弟のその

他のお話』 (Hanseland Gretel and other Stories by the 
Brothers Grimm)、ロンドン／トロント／ニューヨー

ク (Hodder& Stoughton)、 1925年 （『プックマン』

ポートフォリオより）（個人蔵）。

「ネコの皮」はグリム童話「千枚皮」 (KHM65)

の英訳バリエーションであり、ペロー童話「ロバの

皮」とも類話関係にある。実の父王に求婚された王

女が、千の動物の皮を継ぎはぎしたマントを羽織っ

て森へと逃げていく。「彼女は、自分の行方が王さ

まには知れないよう、なんとかこっそりと抜け出し

た」のだ。前景は幾何学模様に彩られ、背景には山

水画にも水墨画にも似た樹木や雲が、まるでカキワ

リのように描かれている。『ブックマン』とは、ホ

ッダー＆ストートンが発行していた「本を買う人、

読む人、売る人」のための月刊誌で、特にクリスマ

ス特集号は、このような挿絵のポートフォリオが付

録となり人気があった。

④ -3: 「ルンペルスティルツキン（ルンペルシュティルツヒェン）」 (Rumpelstiltskin)

『ヘンゼルとグレーテルおよびグリム兄弟のその

他のお話』 CHanseland Gretel and other Stories by the 
Brothers Grimm)、ロンドン／トロント／ニューヨー

ク (Hodder& Stoughton)、 1925年 （『プックマン』

ポートフォリオより）（個人蔵）。
「ルンペルシュティルツヒェン」 (KHM55)はこ

びと (M狛nchr. の名前（ドイツ語)〇その名前を

王妃に言い当られてしまったため、怒って右足を

床に深くめり込ませ、左足を両手で掴み、自分の

体を2つに引き裂いてしまうのが、もともとのグリ

ム童語。この英訳では、こびと (littleman)が挿絵

のよっに、「めり込んだ右足を両手で掴み引き抜こ

う」とする。奥行を感じさせない画風に、エリザ

ベス I世時代 (16-17世紀）の「ひだ襟」ファッシ

ョンの王侯貴族。時代の古さだけでなく、気温の

低さも感じられる。①ー 4、②-4、③-1、③

-3のこびとと比較してみよう。
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④ -4: 「ナイチンゲール」 (Nightingale)

『ハンス・アンデルセンのメルヒェン集』 (Faity
Tales by Hans Andersen)、ロンドン／トロント／ニ

ューヨーク (Hodder& Stoughton)、1924年（『ブッ

クマン』ポートフォリオより）（個人蔵）。

ハンス・クリスティアン・アンデルセン (Hans

Christian Andersen, 1805-75年）は、デンマークの童

話作家であり、グリム兄弟とも交友があった。

『子どものための童話集』 (1835-37年）、『新子ども

のための童話集』 (1838-42年）、『新童話集』 (1843-

48年）等が、「アンデルセン童話」で知られている

（「人魚姫」、「雪の女王」等収録）。「ナイチンゲー
ル」 (1843)の舞台は中国であり、お話そのものの

シノワズリー・テイストに、山水画のような画

風。ナイチンゲールのとまるしなやかな柳の奥に

一艘の船が、遠近法を利用して巧みに描かれてい
る。

④ -s: 「心臓のない巨人」 (TheGiant who had no Heart in his Body) 

『太陽の東・月の西一北欧昔話集』 (Eastof the 

Sllll and West of the Moon Old Tales from the North)、
ロンドン (Hodder& Stoughton)、191咋（東洋大

学附属図書館所蔵）。

本書は、ノルウェーの民俗学者ペテル・クリス

ティアン・アスピョルンセン (PeterChristen 

Asbj0rnsen, 1812-1885年）とヨルゲン・モー

(Jergen Moe, 1813-1882年）が、グリム兄弟の影響

を受け収集した『ノルウェー民話集』 (1841年～）

より 15話を収録している。「心臓のない巨人」で

は、北の国の6人の王子が、 6人の花嫁を連れて

帰る途中、心臓のない巨人トロルの住む山上の館

へとさしかかる。切り立った螺旋状の道は、プリ

ューゲルやギュスターヴ・ドレの『バベルの塔』

や、バーン＝ジョーンズの『黄金の階段』を想起

させるのではないか。
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⑤ ケース外パネル展示

展示ケース外側の壁面を使用して、挿絵のパネル展示を行い、比較軸の多様化を試

みた。以下、ケース外のパネル展示をセクション⑤として提示する。

⑥ -1 : 「カエルの王子さま」、ウォルター・クレイン画（セクション①と②の間の壁面）

ウォルター・クレインのトイ・プックス：シリ

ング・シリーズ (WalterCrane's Toy Books. Shilling 
Series)、ロンドン／ニューヨーク (GeorgeRoutledge 
&Sons)、1874-76年（個人蔵）。

⑤ -2: 「灰かぶり（＝シンデレラ）」、アーサー・ラッカム画（セクション②と③の間の壁面）

『グリム兄弟のメルビエン』 (TheFaity Tales of the 

Brothers Grimm. Translated by Mrs. Edgar Lucas)、ロン

ドン (Constable& Co. Ltd)、1909&f.(個人蔵）。

⑤ -3: 「バラのつぼみ（眠れる美女）」、カイ・ニールセン画（セクション③と④の間の壁面）

④ -1に同じ。詳細部紹介のため二重に展示した。
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⑤ -4: 『カラー図説グリムヘの扉』（勉誠出版）表紙絵

4. 展示成果

同書には、本展示作品を含めた多くの挿絵が収
録されている（表紙デザイン：戸部明美）。表紙の
絵は、オーストリアの画家ハインリヒ・レフラー
(Heinrich Lefler, 1863-1919年）が、建築家のヨゼ
フ・ウルバン (JosefUrban,1972-1919年）と共に出
版した『メルヒェン・カレンダー1905』（ウィー
ン、 1915年）に収められた12枚の絵の 1つ、グリ

ム童話「マリアの子」 (KHM3)。乙女マリアが娘
に、鍵を渡しながら、「開けてはならない扉」の
話をしている場面である。天使の顔と羽をあしら
った金色の額縁と、マリアを象徴する百合をちり
ばめた空色の壁。左側の階段の先には「開けては
ならない扉」。今後は、ウィーンを中心としたこ
の「ユーゲントシュティール」のメルヒェン世界
を展覧会として企画予定であり、またお楽しみい
ただければ幸いである。

本展来場者は、延べ1332人にのぽる。来館者アンケートヘの記入も、授業課題等を

利用したため500近くとなり、おおむね「大変満足」および「満足」という結果を得

られた。更なる展示への希望の欄には、もともと井上円了記念博物館であるため、井

上円了の更なる展示を希望する意見も複数あったが、なかには、「グリム童話とこれ

らの挿絵（あるいは挿絵画家）との関連性を追求する更なる研究と更なる展示に期待す

る」という意見もあった。また今回は、近隣の複数の商店がポスター掲示あるいはチ

ラシ配布に快く協力してくれたのであるが、そのようなかたちで情報を得た来館者か

らの意見だろうか、「博物館が無料で、しかも学外の人間にも開放されていることを

知らなかったので、今後はこのような案内を近隣にも積極的にしてほしい」という要

望があがった。今後の広告活動に参考にさせていただきたい。また、 2015年11月8日

のホームカミングデーには、学芸員北田建二氏のガイドが行われ、好評であった。今

後、また挿絵の展示を企画する際には、たとえばホームカミングデーやオープンキャ

ンパス等を会期中に含めるかたちで、教職員や学生のみならず、学外へのアピールを

も積極的に行っていきたいと考える。

注

(1)本章は、企画展開催に際する「ごあいさつ」プレート、および配布チラシ裏面の文章を

本資料報告用に書き改めたものである。

(2)本章は、大野寿子編『カラー図説 グリムヘの扉』（勉誠出版、 2015年）の文章を、執筆

(20) - 57 -

者、翻訳者、出版社の許可を得て企画展用に修正し、パネル掲示したものである。

(3)以後、個人蔵とは論者所蔵を意味する。
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